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【授業の概要・到達目標】 

 生物を対象とした分析化学について学修する。その理解のために必要な生物物理化学的知識を養うために、生

物物理化学領域の講義を前半に行う。後半部分では、実践的な分析化学について解説する。 

   

具 体 的 な 到 達 目 標 
ディプロマポリシーとの対応 

1 2 3 4 5 6 

１． 生物物理化学の基礎を理解につける。 ○      

２． 分析化学の基礎を理解する。 ○  ○    

３．        

４．        
 

【授業の内容】 

1 化学平衡 

2 定量解析 

3 化学発光／蛍光解析 

4 生化学解析（光を利用した解析） 

5 生化学解析（その他の定量解析） 

6 構造解析（X線、NMRを用いた構造解析） 

7 構造解析（質量解析、１分子解析） 

8 総括 

【アクティブラーニングの内容・その他の工夫】 

Ａ：知識の定着・確認 ○ 講義内容の復習、レポート  

Ｂ：意見の表現・交換 ○ 講義中の発問、ディスカッション 

Ｃ：応用志向   

Ⅾ：知識の活用・創造   

【時間外学修の内容と時間の目安】 

準備学修 講義内容の予習（15ｈ）。 

事後学修 講義内容の復習（15ｈ）。 
 

【教科書】 

朝倉書店 生命科学における分析化学 2015年  ISBN：978-4-254-34021-1 C3047 

【参考書】 

特に指定しない。 

【成績評価方法及び評価の割合】 

評価方法 割合 目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

試験 80％ ○ ○   

レポート 20％ ○ ○   
 

【注意事項】  

 

【備 考】 

 



教員の実務経験の有無 〇  

教員の実務経験 公衆衛生学（大学）、薬理学（大学）、検査データ解析（専門学校） 

教員以外で指導に関わる実

務経験者の有無 
× 

 

教員以外の指導に関わる実

務経験者 

 

実務経験をいかした 

教育内容 

これまで分子生物学的研究を行なってきた経歴を生かし、生命現象を解明す

るために必要な分析化学の知識を解説していく予定である。 

授業形態 対面 

 


